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概要

本論文では欧米において近年注目されている Stock and Watson (1998, 2002a,b)の

Diffusion Indexの推定法を日本の約 120系列のマクロ経済パネルデータに適用し、これ

から共通ファクターを景気動向指数 (Diffusion Index)として抽出した。さらにこの共通

ファクターを利用して、主要マクロ経済変数の 12系列の予測およびこの予測値を用い

た Forward-looking型テイラールールの推定をおこなった。このマクロ経済の大規模パ

ネルデータから共通ファクターを抽出する Stock and Watson (1998, 2002a,b)の手法は、

近似ダイナミックファクターモデル (Approximate Dynamic Factor Model)と呼ばれる主

成分分析をベースとした比較的簡単な計算で行える推定手法である。本論文では彼らの

手法およびこの一連の最新研究に関するサーベイもあわせて行う。
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